【スタッフ用】
自己点検シート（チェックリスト）　
	No
	質問（全３０問）
	選択肢

	1
	高齢者虐待には身体的虐待、心理的虐待、性的虐待、経済的
虐待、介護の放置・放任（ネグレクト）の５種類がある
	□はい　□いいえ

	2
	高齢者虐待は違法行為であり、許されないことである
	□はい　□いいえ

	3
	虐待を発見した時には、通報義務がある
	□はい　□いいえ

	4
	虐待を発見した時の連絡先（通報窓口）を知っている
	□はい　□いいえ

	5
	安全のために行う身体拘束は、虐待にはあたらない
	□はい　□いいえ

	6
	利用者の意に反して、向精神薬などで精神作用を抑えること
は身体的虐待にあたる
	□はい　□いいえ

	７
	威圧的な態度や誹謗・中傷などの言葉の暴力は、心理的虐待
にあたる
	□はい　□いいえ

	８
	利用者に必要なケアを行わないのは、介護の放棄・放任
（ネグレクト）にあたり、虐待である
	□はい　□いいえ

	９
	利用者に配慮せず、他人に見える状態で、排泄や入浴の介助
を行うことは、性的虐待にあたる
	□はい　□いいえ

	10
	利用者の資産が不当に管理されたり、適正に使われていない
状態は、経済的虐待にあたる
	□はい　□いいえ


	11
	介護に関する知識や技術・経験が未熟だと、虐待につながり
やすいと思う
	□はい　□いいえ

	12
	施設外の研修に参加するなど、高齢者の権利擁護に関して、
自己研さんに努めている
	□はい　□いいえ

	13
	権利擁護・虐待防止や、ケアの質の向上についての施設内の
研修に、年１回以上参加している
	□はい　□いいえ

	14
	介護技術の質を向上するために、同僚や上司から助言を受け
る体制がある
	□はい　□いいえ

	15
	職員の働きやすさに関しての改善に向けた、事業所としての取組みを把握している
	□はい　□いいえ

	16
	自分が働いている事業所では、高齢者虐待は起こらないと
思う
	□はい　□いいえ

	17
	虐待まではいかないが、改善したほうが良いケアがあると
思う
	□はい　□いいえ

	18
	自分や他の職員の介護の仕方に、疑問を感じる事がある
	□はい　□いいえ

	19
	不適切な対応だとわかっていても、せざるを得ない状況が
ある
	□はい　□いいえ

	20
	利用者の意に反して、介助を強制的に行ったり、行動を強制
的に抑制することがある
	□はい　□いいえ

	21
	利用者や同僚とのやりとりで、イライラが収まらないことが
ある
	□はい　□いいえ

	22
	自分一人で支援をしなくてはならない時間があり、不安が
ある
	□はい　□いいえ

	23
	虐待についての相談をすることに抵抗がある
	□はい　□いいえ

	24
	業務上で感じた疑問や悩みを、同僚や上司と話し合える環境
がある
	□はい　□いいえ

	25
	忙しい時、ナースコールを外したり、利用者の手の届かない
場所に移動させることがある
	□はい　□いいえ

	26
	トイレで対応できると思われる利用者に対して、事業者側の
都合でおむつ対応をすることがある
	□はい　□いいえ

	27
	薬を食事（服薬ゼリー等を除く）に混ぜて提供することが
ある
	□はい　□いいえ

	28
	利用者の入浴や排泄の時に、異性の職員が介助を行うことが
ある
	□はい　□いいえ

	29
	高齢者を敬わない発言や、言葉かけをすることがある
	□はい　□いいえ

	30
	声かけをせずに、利用者の衣類を脱がせたりすることがある
	□はい　□いいえ

	
	
	

	その他（自由記載）



お疲れ様でした。
今後も高齢者虐待のない介護現場の実現にむけて、取組を進めて下さい。

（以下、自由記載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実施日】　　　　　　　　【氏　名】　　　　　　　　　
年　 月　 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
